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成長戦略事業

平成26年度

６月補正予算
の概要をお知らせします

肉
付
け
予
算
と
し
て
編
成

　

今
年
度
の
当
初
予
算
は
２
月
に
市
長
選
挙

が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
市
民
生
活
へ
の
影
響

に
配
慮
し
な
が
ら
義
務
的
経
費
や
継
続
的
な

事
務
事
業
に
要
す
る
経
費
を
中
心
に
編
成
し

た
「
骨
格
予
算
」
で
し
た
。

　

６
月
補
正
予
算
で
は
「
肉
付
け
予
算
」
と

し
て
、
当
初
予
算
で
計
上
を
見
送
っ
た
市
総

合
計
画
の
主
要
事
業
や
津
山
市
成
長
戦
略
に

位
置
付
け
ら
れ
た
事
業
な
ど
の
政
策
的
経
費

を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

一
般
会
計
の
補
正
予
算
額
は
、
44
億
６
８

５
６
万
１
千
円
の
増
と
な
り
、
補
正
後
の
予

算
総
額
は
４
７
３
億
４
８
５
６
万
１
千
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。
主
な
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

「
津
山
市
成
長
戦
略
」と
は

　

市
で
は
、
人
口
減
少
に
対
応
し
、
持
続
可

能
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の
産
業
の

成
長
方
針
と
し
て
、
２
月
に
、
津
山
市
成
長

戦
略
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

成
長
戦
略
で
は
「
農
林
業
」「
も
の
づ
く

り
」「
観
光
」「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
の

４
つ
を
重
点
分
野
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
こ
れ
ら
の
４
つ
の
分
野
で
、
地

域
資
源
や
技
術
力
を
結
集
し
、
ブ
ラ
ン
ド
化

を
進
め
て
地
域
外
か
ら
の
需
要
を
得
る
と
と

も
に
、
さ
ら
な
る
地
産
地
消
に
よ
り
、
地
域

の
活
性
化
を
目
指
す
も
の
で
す
。

  財政課☎32-2020

つやま産業支援セン
ター設置推進事業

1,000万円
　産学金官が連携して、市
内事業者への支援を包括的
に行うため、つやま産業支
援センター（仮称）の設置に
取り組みます（平成27年４
月開設予定）。

超小型モビリティ
導入実証事業

2,571万円
　国の補助事業の活用と自
動車メーカーの協力により、
30台の超小型電気自動車
を導入し、環境にやさしい
まちづくりに向けて、実証
事業を行います。

農畜産物ブランド化
事業

1,617万円
　「つやま和牛（仮称）」と
して、津山産和牛のブラン
ド化を目指し、畜産農家が
取り組む、繁殖から肥育ま
での一貫した経営を支援し
ます。

産学官連携支援事業
補助金

520万円
　美作大学や津山工業高等
専門学校などとの共同研究
や委託研究を実施し、新商
品の開発や新技術の導入な
どを目指す事業者を支援し
ます。

観光戦略アクション
プラン策定事業

618万円
　歴史や文化資源、食文化
など多彩な観光資源を生か
して、新たな観光客を獲得
するために、観光振興を戦
略的に進める「アクション
プラン」を策定します。

地域材利用新築住宅
助成補助金拡充

600万円
　優れた美作産木材の需要
を拡大するため、既存の補
助制度に、三世代同居住宅
やJAS（日本農林規格）認定
材使用住宅の新築費用に補
助を上乗せします。

2014.7 23 2014.7



新規事業

その他主要事業

防災行政無線デジタ
ル化事業

2,000万円
　加茂・久米地域の老朽化
した防災行政無線のデジタ
ル化と阿波地域の無線局
（親局）を本庁へ移転するた
めの実施設計を行います。

市道高倉N66号線
整備事業

3,000万円
　加茂・阿波・勝北地域と
市街地を連絡する道路「高
倉西・綾部道路」の整備に
着手します。

農業試験場北部支場
跡地活用事業

2億3,344万円
　岡山県農業試験場北部支
場の跡地を取得して、そこ
にJAつやまが整備する、水
稲育苗施設に対して補助金
を交付します。

スポーツセンターサッ
カー場人工芝生化事業

1億5,000万円
　日本スポーツ振興くじの
助成を受けて、津山スポー
ツセンターのサッカー場を
人工芝に改修します。

緊急告知防災ＦＭラ
ジオ設置補助金

3,264万円
　旧津山市地域の市民の防
災情報伝達手段として、防
災ＦＭラジオの普及を促進
するため、購入費などを補
助します。詳しくは、13ペ
ージをご覧ください。

パワーアップ商業振
興事業補助金

900万円
　中心市街地の空き店舗な
どを活用して、新規出店す
るために必要な店舗改装費、
設備費などの経費を補助し
ます。

津山国際総合音楽祭
補助金

3,000万円
　９月13日㈯～10月19日
㈰の期間で開催する第９回
津山国際総合音楽祭に対し
て補助金を交付します。

津山駅周辺整備事業

8億8,340万円
　人口10万人都市「津山」
にふさわしい玄関口を目指
して、津山駅北口広場など
の駅周辺の整備に着手しま
す。

多面的機能支払交付
金事業

9,399万円
　これまでの農地・水保全
管理支払交付金制度に替わ
り、地域による農地・農業
用水などの保全管理活動や
長寿命化のための補修費な
どを補助します。

農産物直売施設（仮
称）「勝北マルシェ」
整備事業

1億9,431万円
　津山市東部地域の地産地
消の核となる農産物直売施
設（仮称）「勝北マルシェ」
（平成27年６月開設予定）
を整備します。

消費税の引き上げに伴う津山市の社会保障の充実
　４月からの消費税率の引き上げに伴う地方消費税交付金の増収分は、全て社会保障の充実と安定に使います。
津山市の増収額とその使途をお知らせします。

地方消費税交付金の予算額
平成26年度 平成25年度 増収額
11億７千万円 10億円 １億７千万円

津山市の社会保障関係費の予算額

区分 平成26年度
充当一般財源

平成25年度
充当一般財源 差し引き

社会福祉費 48億３千１百万円 44億８千１百万円 ３億５千万円
児童福祉費 25億６千１百万円 25億５千６百万円 ５百万円
生活保護費 ４億３千８百万円 ４億３千８百万円 ０
保健衛生費 ７億８千万円 ７億６千８百万円 １千２百万円
合計 86億１千万円 82億４千３百万円 ３億６千７百万円

合計のうち
職員給与費 10億８千６百万円 10億５千４百万円 ３千２百万円

差引対象経費 75億２千４百万円 71億８千９百万円 ３億３千５百万円
※ 充当一般財源は、地方消費税交付金の増収分を充当できる対象経費から、国・
県支出金の特定財源などを差し引いた額

３億３千５百万円の内容の主なもの
経常的施策の自然増の主なもの
　障害者自立支援給付事業 ３千２百万円
　後期高齢者療養給付費負担事業 ２千４百万円
　介護保険特別会計繰出金 ９千３百万円
　老人施設入所費 １千５百万円
　予防接種事業 １千３百万円

新規、拡充、臨時的事業の主なもの
　ときわ園建設事業 １億２千５百万円
　老人福祉センター浴室改修補助金 ５.６百万円
　民間保育園食育推進事業 ８.５百万円
　がん検診推進事業 ０.３百万円
　出産支援 １.３百万円
　生活支援サポーター活動支援事業 ２.０百万円

増収分
１億７千万円

増収分
１億７千万円

増収分
１億７千万円

１億７千７百万円
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　２日㈯は総勢約2,000人がごんご通りを熱く踊りながら練り歩き　２日㈯は総勢約2,000人がごんご通りを熱く踊りながら練り歩き
ます。３日㈰は県北最大級の大花火大会が夜空を彩ります。その他ます。３日㈰は県北最大級の大花火大会が夜空を彩ります。その他
にも音楽演奏などのステージイベントもあります。にも音楽演奏などのステージイベントもあります。
※花火は小雨決行。荒天時は翌日に順延※花火は小雨決行。荒天時は翌日に順延
  同実行委員会事務局（観光振興課内）　☎32-2082同実行委員会事務局（観光振興課内）　☎32-2082

　水上で半球形に広がる花火が水面に映　水上で半球形に広がる花火が水面に映
り円を描き、幻想的な世界を作りだしまり円を描き、幻想的な世界を作りだしま
す。塩手池ならではの花火大会をお楽しす。塩手池ならではの花火大会をお楽し
みください。みください。※ 荒天時は翌日に順延※ 荒天時は翌日に順延

　また、塩手池公園つ　また、塩手池公園つ
つみの広場（市場）でつみの広場（市場）で
は第47回勝北ふるさは第47回勝北ふるさ
と祭りが開催され、イと祭りが開催され、イ
ベントやテント村が出ベントやテント村が出
ます。ます。

  サマーフェスティバルIN塩手実行委員会事務局（作州津山商工会内）☎36-5533サマーフェスティバルIN塩手実行委員会事務局（作州津山商工会内）☎36-5533
ふるさと祭り実行委員会事務局（勝北支所産業建設課内）　☎32-7024ふるさと祭り実行委員会事務局（勝北支所産業建設課内）　☎32-7024

3

津山納涼ごんごまつり津山納涼ごんごまつり
ＩＮ吉井川ＩＮ吉井川

サマーフェスティバルＩＮ塩手サマーフェスティバルＩＮ塩手
＆第47回勝北ふるさと祭り＆第47回勝北ふるさと祭り

阿波ふるさとふれあい阿波ふるさとふれあい
納涼星空祭り納涼星空祭り
　標高400ｍの地で澄んだ空気に発色す　標高400ｍの地で澄んだ空気に発色す
る鮮やかな花火が印象的です。手作りのる鮮やかな花火が印象的です。手作りの
屋台やステージイベントなど、地元の人屋台やステージイベントなど、地元の人
のおもてなしで、懐かしいふるさとの雰のおもてなしで、懐かしいふるさとの雰
囲気を感じながら夏の夜を楽しめます。囲気を感じながら夏の夜を楽しめます。
※小雨決行※小雨決行
  阿波支所市民生活課　☎32-7042阿波支所市民生活課　☎32-7042

かもの夏まつりかもの夏まつり
　山に囲まれたこの地の花火　山に囲まれたこの地の花火
の大音響は迫力満点で、頭上の大音響は迫力満点で、頭上
に咲く約1,000発の花火は大に咲く約1,000発の花火は大
きく夜空を彩ります。地元のきく夜空を彩ります。地元の
人たちによる屋台と音楽演奏人たちによる屋台と音楽演奏
などのステージイベントがまなどのステージイベントがま
つりを盛り上げます。つりを盛り上げます。
※ 雨天時は、屋台やステージ※ 雨天時は、屋台やステージ
イベントは加茂町スポーツイベントは加茂町スポーツ
センターで実施し、花火はセンターで実施し、花火は
翌日に順延翌日に順延
  同実行委員会（作州津山商工同実行委員会（作州津山商工
会加茂支所内）　☎42-2092会加茂支所内）　☎42-2092

8／8／2㈯午後１
時～㈯午後１時
～

 3㈰正午～㈰正午～

8／8／1212㈫
午後６時～

10時
午後６時～

10時

8／8／1313㈬
午後６時3

0分～９時
午後６時3

0分～９時
  

  

8／8／1414㈭
午後７時～

10時30分
午後７時～

10時30分8／8／1212㈫㈫
午後６時～

10時
午後６時～

10時

花火花火3,0003,000発発
午後７時

45分～
午後７時

45分～

8／8／1313㈬㈬
午後６時3

0分～９時
午後６時3

0分～９時

花火花火400400発発
午後８時

45分～
午後８時

45分～

8／8／1414㈭㈭
午後７時～

10時30分
午後７時～

10時30分

花火花火1,0001,000発発
午後９時

50分～
午後９時

50分～

8／8／22㈯午後１
時～㈯午後１時
～

 33㈰正午～㈰正午～

花火花火4,0004,000発発
３日午後

８時～
３日午後

８時～
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プ
ー
ル

で
遊
ぼ
う

グリーンヒルズ津山グラスハウス
☎27-7140

期間　通年開業（７月19日㈯～８月31日㈰は午前10時～午後９時）
定休　火曜日（７月19日㈯～８月31日㈰は無休）
施設　屋内外遊泳プール（流水）、リラクゼーションプール、フィットネス
プール、幼児プール、90mウォータースライダー、ジャグジー、サウナ
料金

区分 料金 午後５時以降料金
幼児（４歳以上） 300円 200円
小・中学生 610円 460円
一般 1,230円 920円

高齢者（65歳以上） 820円 610円
※ 団体（20人以上）、障害者、学生（高校生以上）、高齢者（65歳以上）割引 
あり（確認できるもの要）

　　　　ウォーターラリー
　ヒントからプールエリア内に隠されているキーワードを探します。
期間　７月12日㈯～８月31日㈰　参加費　無料
参加賞　正解者にグラスハウス半額券（９月から有効）
シンクロナイズドスイミング演技披露
とき　８月17日㈰午後１時～１時20分　観覧料　無料（入場料要）

期間　９月30日㈫まで　午前９時～正午、午後１
時～８時30分
定休　月曜日
※ 大会・教室などの開催期間は、一般の利用がで
きないことがあります
施設　屋内25mプール・幼児用プール
料金　一般210円、高校生以下100円

勝北総合スポーツ
公園プール ☎36-5800
期間　７月12日㈯～８月31日㈰まで午前10時～
午後５時
定休　火曜日（８月12日は営業）
※ ７月14日㈪～18日㈮は休業
施設　流水100mプール・幼児用プール・ロック
スライダー・ウォータースライダー
料金　300円（０歳児は無料）

久米総合運動公園市民
プールレインボー

☎57-2311
期間　屋内＝通年開業　午前10時～午後８時45
分（日曜日・祝日は午後５時45分まで）、屋外
＝７月１日㈫～８月31日㈰午前10時～午後５
時
定休　月曜日（７月１日㈫～８月31日㈰は開業）
※７月21日㈷は大会のため休業、７月25日㈮、
28日㈪は午後２時まで休業
施設　屋内＝25mプール・幼児用プール、屋外＝
流水プール・ウォータースライダー
料金　高校生以上＝610円、中学生以下・65歳以
上＝510円（９月からは100円安）

プール使い放題「期間限定会員」募集
期間　７月１日㈫～８月31日㈰
料金　高校生以上＝3,080円、中学生以下・65歳
以上＝2,050円

夏休みこども映画祭

環境学習ツアーこども消防写生大会

津山市子どもまつり

　消防車やはしご車、救急車などの消防車両を、
実際に見て描いてみませんか。
とき・ところ　７月24日㈭＝衆楽公園土の広場
（山北）、25日㈮＝プラント５駐車場（鏡野町）、
28日㈪＝イーストランド駐車場（川崎）午前９
時30分～正午
対象　小学生、幼稚園児、保育園児
参加費　無料　※申し込み不要
持ってくるもの　絵の具、筆などの写生用具
※画用紙は配布します。
※雨天時は、７月24日㈭は29日㈫に順延、25日㈮、
28日㈪は中止
  こども消防写生大会事務局（津山圏域消防組合
消防本部内）☎31-1260

　雑紙を使った紙すきや余り布を使ったマイ箸袋
作り体験など、リサイクルや資源を有効活用する
方法を学びませんか。
とき　８月19日㈫（7:45出発、18:15解散）
ところ　JR津山駅集合
見学場所　明和製紙原料㈱（工場見学）～紙すき体
験～㈱トンボ玉野本社工場（マイ箸袋作り体験）
対象　小学4年生以上（小・中学生は保護者同伴）
定員　40人（応募者多数の場合は抽選）
参加費　無料（弁当を希望する人はお茶付き1,000
円実費要）
締め切り　7月30日㈬必着
応募方法　①氏名②年齢③職業④郵便番号⑤住所
⑥連絡先（昼間連絡が可能な電話番号）⑦弁当の
要否をはがきまたはファクスに明記し応募
  〒700-0822岡山市北区表町１－７－36
　 株式会社JTB中国四国岡山支店　環境学習エコ
ツアー事務局
　☎086-232-1178 086-223-7759

夏をEnjoy！!

加茂町スポーツセンター
プール

　世界中で大ヒットした映画「カーズ」シリーズ
の『プレーンズ』３部作の第１部の上映会です。
とき　７月24日㈭午後6時30分開場、７時上映
ところ　勝北文化センター（新野東）
定員　530人（先着順）
入場料　無料　※申し込み不要
  勝北支所市民生活課☎32-7021

　風船ショーやダンスステージを見たり、工作や
昔遊びで遊んだりしませんか。
とき　７月21日㈷午前10時30分～午後３時
ところ　津山市地域交流センター（アルネ・津山
４階）
内容　風船ショー、昔遊び、カプラ積み、楽器作
り、しおり作り、クラフト工作など
参加費　無料　※申し込み不要
  生涯学習課☎32-2009

楽 し も う

☎42-3358

イベント
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・個人情報は、必ず消去してください
・投入した小型家電は返却できません
・電池は、できるだけ取り外してください

 市民課☎32-2052

市民課での
証明書交付請求のポイント

後期高齢者医療の保険料が決定しました

　後期高齢者医療制度の保険料は、前年の所得によって計算されます。被保険者の皆さんには、７月中に後期
高齢者医療保険料額決定通知書を送付しますので、通知書に記載されている方法で保険料を納めてください。

被保険者証が新しくなります

　現在、持たれている被保険者証（緑色）の有効期
限は、７月31日㈭です。
　新しい被保険者証は、前年の所得により窓口負
担割合（１割または３割）の再判定を行い、７月下
旬に送付します。８月以降、病院にかかる時は、
新しい被保険者証（紫色）を使用してください。
　有効期限を過ぎた被保険者証は、細かく破り捨
てるなど、個人の責任で処分するか、保険年金課
または各支所市民生活課の窓口に返却してくださ
い（郵送可）。

　市では、家庭で不要になった携帯電話やデジカメなどの小型家電を無料で回収し、レアメタルや金・銅とい
った貴重な金属をリサイクルする取り組みを始めました。
　ごみの減量と資源の有効活用のため、ご協力をお願いします。

小型家電のリサイクルを始めました
 環境事業所☎22-8255

生ごみ処理機器の購入補助
 環境事業所☎22-8255

　市では、生ごみ処理機器の購入に補助をしています。
　生ごみの約８割は水分です。生ごみ処理機器を使えば、
ごみの減量ができ、臭いも抑えられます。また、処理し
たごみは堆肥として利用することもできるので、ごみ出
しの負担軽減にもつながります。
　皆さん、より一層のごみ減量にご協力ください。
対象機器
◯ 電気式生ごみ処理機
◯ コンポスト容器
◯ ぼかし処理容器〔発酵促進剤
（ぼかし）が必要です〕
条件
① 過去５年以内に限度個数の補助を受けていないこと
② 市税などに滞納がないこと
③ 市が指定する販売店で購入すること
④ 購入前に電話で申し込むこと
※ 補助額など、詳しくは市ホームページをご覧いただく
か、お問い合わせください
※予算がなくなり次第、終了します

後期高齢者医療制度のお知らせ
 〒708-8501津山市山北520保険年金課（市役所１階８番窓口）☎32-2073、または各支所市民生活課

■保険料の計算方法

均等割額
46,300円 ＋

所得割額
（総所得金額など
－33万円）×9.15％

１人当たりの保険料（年額）
最高限度額57万円

■保険料の納め方
普通徴収　市内の各金融機関窓口（郵便局を除く）
または口座振替で納めます
特別徴収　偶数月に支給される年金から、天引きさ
れます

保険料の軽減措置　所得が一定水準以下などの
人は、保険料が軽減されます。詳しくは、保
険料額決定通知書をご覧ください

減額認定証の更新

　現在、持たれている後期高齢者医療限度額
適用・標準負担額減額認定証（ピンク色）の有
効期限は、７月31日㈭です。
　新しい減額認定証は７月下旬に送付します。
　ただし、前年の所得を申告していない人が
いる世帯は、所得の簡易申告書を提出してい
ただく必要があります。当てはまる人には、
６月中に通知を行っています。

外来・入院時の限度額適用及び
食事標準負担額減額認定証の更新

　現在、持たれている認定証の有効期限は、７月31日㈭です。
認定証の更新には申請が必要です。
対象　次の認定証を持っていて、更新を希望する人
　　　◯国民健康保険限度額適用認定証（薄緑色の証）
　　　◯国民健康保険標準負担額減額認定証（黄土色の証）
　　　◯ 国民健康保険限度額適用・標準負担額減額認定証

（黄土色の証）
申請方法　８月１日㈮以降に保険年金課または各支所市民生
活課で申請する
持ってくるもの　印鑑（スタンプ印不可）、国民健康保険証
※ 有効期限が過ぎた認定証は、保険年金課または各支所市民
生活課へ返却ください（郵送可）

国民健康保険（国保）からのお知らせ
 〒708-8501津山市山北520保険年金課（市役所１階９番窓口）☎32-2071

国民健康保険高齢受給者証の更新

　現在、持たれている受給者証の有効期限
は、７月31日㈭です。
　新しい受給者証は、前年の所得により窓
口負担割合（１割２割または３割）の再判
定を行い、７月下旬に送付します。
対象　国保に加入している70歳以上の人

納入通知書をお送りします
　７月中旬に納入通知書を送付しますの
で、納付期日内の納付をお願いします。
※口座振替でも納付ができます

Q
◯市役所１階市民ロビー、各支所
○ グリーンヒルズ津山リージョンセンター
（大田）
◯イオン津山店（河辺）
◯ヤマダ電機テックランド津山店（河辺）
◯リユースプラザ津山「くるくる」（山下）

回収ボックスの35cm×20cmの投入口
に入る小型家電（電子機器）です。

Q
A

ご注意ください

！

携帯電話・ＰＨＳ
・スマートフォン

パソコン
デジカメ

電子辞書、
電子手帳

ビデオ
カメラ

ゲーム機器

ＤＶＤデッキ

黄緑色の回収
ボックス

そのほかの対象品
ハードディスク、ＵＳＢメモ
リ、ビデオデッキ、チューナ
ー（映像受信機）、ＭＤ・ＣＤ
プレーヤー、ＩＣレコーダー、
時計、ワープロ、パソコンケ
ーブル　など

戸籍関係の証明書
ポイント１　戸籍と住民票は別のもの
　戸籍は、出生から死亡に至るまでの親族
的身分関係（親子、兄弟、夫婦など）や、
婚姻や離婚、出生、死亡などの事実を証明
するものです。
　一方、住民票は、その人の住所について
証明するものです。
ポイント２　戸籍の証明書には種類がある
　戸籍には、現在戸籍や除籍、改製原戸籍
といった種類があり、証明は、謄本（全部）、
抄本（一部）があります。用途によって必要
な証明書が変わりますので、提出する機関
などでご確認ください。
※ 請求時には、運転免許証
やパスポートなど官公庁
が発行した顔写真付きの
身分証明書の提示をお願
いします

どんなものを回収するの？

回収ボックスはどこにあるの？
A

コンポスト
容器

ぼかし
処理容器
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　市では、災害発生時の情報伝達手段として、旧津山市地域を対象に「緊急告知防災ラジオ」の普及を進めてい
ます。そのために、緊急告知防災ラジオを購入する世帯に補助を行います。

緊急告知防災ラジオの購入費を補助します
 危機管理室（市役所３階）☎32-2042

　住民自治協議会は、地域の各種団体などが連携し、地域のニーズや問題を解決
するために設立され、活動しています。これまで「高齢者の見守り」や「特産品
づくり」「地域内外の交流事業」など、地域の実情に合った事業が実施されていま
す。今年度は次の地域の取り組みが決定しました。

住民自治協議会事業の取り組み地域が決定しました
 協働推進室☎32-2032

住民自治協議会実施地域と主な取り組み
地域名 これまでの主な取り組み 新規/継続
阿波 エネルギーの地産地消を目的とした木の駅プロジェクト

継続高倉 荒廃した里山を、子どもたちが自然の中で自由に遊べる
ふれあいの森として整備

高田 地域の特産品づくりの研究と住民ニーズや地域の課題を
把握するためのアンケート調査など

住民自治協議会は、小学校区または連合町内会の支部を単位として、55歳以上
人口の割合が50％を超える集落や町内会を含む地域で設立できます 特産品づくり（高田地区）特産品づくり（高田地区）

市
民
と
市
長
の
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
を
開
催
し
ま
し
た

秘
書
広
報
室
☎
32
‐
２
０
２
９

　

市
内
で
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

ン
ス
や
ま
ち
づ
く
り
、
情
報
技
術
の

分
野
で
活
躍
す
る
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さ
ん
か
ら
津
山

を
活
性
化
す
る
た
め
の
提
案
を
受
け
、

市
長
と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

働
き
や
す
い
津
山
に

参
加
者　
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活
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せ
て
、
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を
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事
に
生
か
す
「
ワ
ー
ク
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ス
」
を
、
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業
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と
思
い
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す
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の
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す
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ま
た
、
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性
の
長
時
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す
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づ
く
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す
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市
が
こ
れ
か
ら
策
定
す
る
津
山
市

第
５
次
総
合
計
画
は
、
市
民
が
参
画

し
て
策
定
し
、
市
民
が
行
動
す
る
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の
で
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っ
て
ほ
し
い
で
す
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は
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分
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に
関
心
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持
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い
る
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で
、
そ
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思
い
と
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市
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に
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で
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す
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山
に
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用
の
場
を

参
加
者　

人
口
減
少
が
叫
ば
れ
る
中
、

津
山
で
働
く
人
、
若
い
世
代
を
呼
び

戻
す
こ
と
が
必
要
で
す
。
高
校
卒
業

後
、
津
山
を
離
れ
た
人
か
ら
「
津
山

に
は
仕
事
が
な
い
」
と
い
う
声
を
聞

き
ま
す
。
そ
れ
に
反
し
て
、
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山
の

経
営
者
か
ら
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人
材
が
足
り
な
い
」

と
い
う
声
を
耳
に
し
ま
す
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こ
の
雇

用
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
よ
う
と
、
津

山
で
働
き
た
い
人
に
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市
内
の
会
社

の
事
業
内
容
や
経
営
者
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理
念
な
ど
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え
る
求
人
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掲
載
し
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ー
ム
ペ
ー
ジ
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
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今
後
、
行
政
と
企
業
が
一
体
と
な

り
、
企
業
支
援
に
よ
る
雇
用
創
出
や
、

市
内
に
人
材
を
呼
び
戻
す
こ
と
の
で

き
る
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
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市
長　

津
山
市
第
５
次
総
合
計
画
で

は
、
今
後
の
人
口
減
少
や
少
子
高
齢

化
な
ど
の
課
題
に
向
け
て
、
定
住
促

進
や
子
育
て
支
援
の
充
実
な
ど
の
対

策
を
盛
り
込
み
、
津
山
の
活
性
化
を

目
指
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
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そ
の
た
め
に
、ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
や
雇
用
対
策
な
ど
、
今
回

の
提
案
を
参
考
に
進
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
地
域
の
資
源
を
生
か

し
、
地
域
を
盛
り
上
げ
て
い
く
た
め
、

各
分
野
の
皆
さ
ん
と
連
携
を
深
め
て

い
き
た
い
で
す
ね
。

第11回第11回
とき　５月30日㈮
テーマ
　津山の活性化に向けて

参加者

日笠 佳絵さん（上田邑）
和田 優輝さん（下高倉西）
丸尾 宜史さん（一方）

　国民年金の保険料の免除や若年者
納付猶予を受けた人は、全額納付の
人と比べて、老齢基礎年金額が少な
くなります。
　免除や猶予を受けた期間の保険料
は、過去10年以内であれば、後から
納付（追納）することができます。
　保険料の追納は、津山年金事務所
または保険年金課、各支所市民生活
課でお申し込みください。
※ 平成23年度以前の保険料には経過
期間に応じた加算額が上乗せされて
います（右表の網掛け部分）

国民年金保険料の追納ができます
 津山年金事務所（田町）☎31-2360、保険年金課（市役所１階７番窓口）☎32-2072

免除・猶予の承認を受けた保険料を平成26年度に追納する場合の金額
全額免除 半額免除 ４分の１免除 ４分の３免除

平成16年度の月額 14,750円 7,370円 － －
平成17年度の月額 14,790円 7,390円 － －
平成18年度の月額 14,840円 7,420円 3,710円 11,130円
平成19年度の月額 14,880円 7,440円 3,710円 11,150円
平成20年度の月額 15,000円 7,500円 3,750円 11,250円
平成21年度の月額 15,070円 7,540円 3,760円 11,300円
平成22年度の月額 15,340円 7,670円 3,830円 11,500円
平成23年度の月額 15,130円 7,560円 3,780円 11,340円
平成24年度の月額 14,980円 7,490円 3,740円 11,230円
平成25年度の月額 15,040円 7,520円 3,760円 11,280円

■緊急告知防災ラジオって何？
　災害などの緊急時に、自動的に電源が入り、市
からの緊急放送を伝えるラジオです。
■緊急放送で流れる情報
　●土砂災害警戒情報　●特別警報
　●避難準備情報・避難勧告・避難指示
　●震度４以上の地震情報　など
　※月１回、緊急放送の試験放送が流れます
■ 普段は、設定されたＡＭ／ＦＭラジオ局の
放送が聴けます

　（設定されているラジオ局）
　 ＦＭラジオ局　エフエムつやま、ＦＭ岡山、
ＮＨＫ-ＦＭ

　 ＡＭラジオ局　ＮＨＫ岡山（第１・第２）、
山陽放送

■補助の内容
　緊急告知防災ラジオは、補助金額を差し引いた価格
で購入できます。
　 対象　旧市内に住所を有し、
居住している人

　 補助数　１世帯に付き１台
　 補助額　購入費の３分の２以
内（上限6,000円）

　 申込方法　購入前に、危機管
理室や各支所市民生活課、
公民館などに備え付けの申
請書（市ホームページから
印刷可）に記入し、危機管理室に申し込む

※ 電波が受信しにくい場合は、外部アンテナの設置補
助制度もあります。詳しくは、お問い合わせくださ
い
■販売は、エフエムつやまが行っています
　予定販売価格（税込み）　9,250円
　販売店
　　 ＮＰＯ法人つやまコミュニティＦＭ（エフエムつ
やま）津山市南新座34番地アリコベール・しん
ざ202号☎23-1350 35-2299

緊急告知防災ラジオ緊急告知防災ラジオ

ふれあいの森（高倉地区）ふれあいの森（高倉地区）

木の駅（阿波地区）木の駅（阿波地区）
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